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東区に住む80歳の一人暮らしの男性。年金月5万５千円、持家だが土地は借地、食事は弟がつくって持ってきてくれるという生活状況。4月に本人市民税課税の第７段階、年額71,811円の介護保険料通知。以前、大曽根駅頭で配布した相談センターのティッシュを保存、相談に駆けつける。実はこの方、電話がなく、敬老パスを利用しての来所でした。
　相談の結果、とりあえず本人が東区役所に聞きに行くとしたが、結果は承服できず、再度来所。相談員が区役所に問い合わせる。どうやら前々年度に若干の収入があり、仮計算で市民税課税となっていたようだ。
７月本計算の通知をもって本人が来所。本人非課税第2段階、年額29,377円となっていた。相談員は本人の面前で区役所に電話、くらし支える相談センターを名乗ると、個人所得など調べ、根拠を示す。これを聞いて、本人は納得し、お礼を言って帰られました。



北区の公団に住む91歳の女性。真夜中玄関のチャ





イムを鳴らされ、迷惑している。別居の息子に相談したら受話器を外して寝ればよいと相手にしてくれない。交番に訴えても相手にしてくれない。
　相談員が心当たりのある民生委員に連絡したが、話がすすまず、結局、相談センターから近いことから、
相談員2人が訪問。会って見ると相談者はしっかりした対応、部屋も整頓され、とても妄想や幻聴などとは思えない。相談の結果、相談センター側で取り外し可能の張り紙を作成、貼り出す。
　後日電話をすると、嫌がらせは減った。しかし本格的な防止策として自治会への相談、レンタル監視カメラ設置など、自己での防止策を語ってくれた。
　


父親からの相談電話。娘の夫の会社が倒産、商売を始めるといったので資金を援助したが、失敗した。もう援助はできない。高校生の孫もいるが、娘の離婚を考えている。世間の事例を聞かせてほしい。
離婚は本人同士の問題、親の援助できることは限られている、いろいろ心配事は多いが、温かく見守ってやってほしいとアドバイスする。
最近の相談事例紹介





みなさんの身辺に悩み事や相談事を抱えている人に出会ったら、ぜひ紹介を！





事例１





介護保険料アップに驚き、再三来所





丁寧な相談で、高齢者の不安とりのぞく





事例２








一人暮らしの女性から嫌がらせ防止相談





相談員があの手この手で奔走、解決図る





ホウネットのこれからの行事





○8月17日（金）18:30～　相談センター


映画を観る会「海洋天堂」


○8月21日（火）12:45　裁判所1階ロビー集合


親と子の法廷ウオッチング


○8月22日（水）午後　相談センター


きり絵サークル


○8月29日（水）午後　相談センター


　北医療生協世直し班会





○9月１日（土）午後　相談センター


パッチワーク教室


○9月1日（土）14：00～　ウインクあいち


公開講座　［笑顔あふれる介護めざして］


○９月５日（水）18:30～　北生涯センター


「橋下大阪市長と憲法」


○10月13日（土）ホウネット日帰りバス旅行　


伊那谷方面・かんてんパパなど








電話　052ー916ー7702








事例３





親から子どもの家庭の心配で離婚相談








温かく見守るようアドバイス








